出席管理システムの開発 by 桶　 敏 & 稲葉 宏和
原著論文
出席管理システムの開発
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Abstract
In this paper, the development and implementation of an attendance management system is discussed. Software for 
the system was conﬁgured for managing attendance and the storage of data, which was uploaded via a web browser 
into the database. Windows software was also conﬁgured for this system using a Raspberry Pi, which reads the bar 
code located on a student’s ID card at a QR or bar code reader. The use of the attendance management system in 
classrooms, allowed instructors more time to conduct substantive lectures, and less time on traditional attendance 
related tasks.














































































CPUが Core i5-2500K@3300MHzメモリ 12BG
ハードディスク 1TBである。OSは Linuxの
ディストリビューションの 1つである ubuntu 
12.04.5LTS、Web Server（Apache 2.4.12） デ ー
タベース（MySQL 5.5.41）開発用スクリプト言
語として PHP 5.5.21 , ruby 1.9.3 および Apache, 





















PC(CSVファイル) QR & bar code reader
































































ア）メモリ 512MBで USB2.0 , HDMI , Videoな
どのインターフェイスを有している。モデル A 
, A+ , B, B+ , 2など複数のモデルがあり、本シ













































































































C1007 C1008 C1009 C1011
終了時刻 終了時刻 終了時刻 終了時刻
開始時刻 開始時刻 開始時刻 開始時刻
41 12:04:38 0:04:11 0:00:06 59 13:00:02 0:15:02 0:00:15 40 15:27:15 0:02:15 0:00:03 103 12:58:26 0:15:04 0:00:09
12:00:27 12:45:00 15:25:00 12:43:22
41 10:43:05 0:06:37 0:00:10 59 12:59:51 0:15:59 0:00:16 38 12:00:54 0:03:18 0:00:05 77 13:01:10 0:06:39 0:00:05
10:36:28 12:43:52 11:57:36 12:54:31
43 11:45:09 0:02:59 0:00:04 27 14:39:01 0:09:35 0:00:21 43 12:11:07 0:03:31 0:00:05 106 13:00:21 0:07:58 0:00:05
11:42:10 14:29:26 12:07:36 12:52:23
38 10:42:32 0:02:16 0:00:04 50 12:59:51 0:06:25 0:00:08 35 11:52:37 0:02:30 0:00:04 105 13:02:12 0:07:11 0:00:04
10:40:16 12:53:26 11:50:07 12:55:01
41 12:15:38 0:02:00 0:00:03 53 14:27:00 0:02:04 0:00:02 38 12:07:41 0:03:54 0:00:06
12:13:38 14:24:56 12:03:47
41 12:05:38 0:03:25 0:00:05 62 12:59:50 0:11:01 0:00:11 39 12:13:50 0:02:34 0:00:04 C1013 情報処理概論テスト
12:02:13 12:48:49 12:11:16 出席終了時刻
40 12:06:14 0:01:56 0:00:03 58 12:59:44 0:11:17 0:00:12 38 12:11:03 0:02:54 0:00:05 試験終了時刻
12:04:18 90:80:2172:84:21 出席開始時刻
41 12:09:20 0:03:18 0:00:05 52 12:59:17 0:11:24 0:00:13 38 12:09:18 0:02:27 0:00:04 112 12:16:46 0:36:53 0:00:20
60:00:053:60:011:01:218615:60:2135:74:2120:60:21
39 12:12:11 0:02:25 0:00:04 56 12:59:27 0:06:43 0:00:07 42 12:07:38 0:03:08 0:00:04 44 11:39:53 0:30:18 0:00:41
03:40:2144:25:2164:90:21
39 12:13:32 0:03:49 0:00:06 62 14:35:57 0:03:31 0:00:03 33 12:16:41 0:02:36 0:00:05
12:09:43 14:32:26 12:14:05
36 12:07:16 0:03:03 0:00:05 49 14:35:35 0:03:55 0:00:05 41 12:11:43 0:02:49 0:00:04
45:80:2104:13:4131:40:21
41 11:53:37 0:01:57 0:00:03 60 14:17:49 0:03:20 0:00:03 35 12:07:06 0:02:57 0:00:05
92:41:4104:15:11 12:04:09
40 12:09:53 0:04:07 0:00:06 54 14:21:38 0:02:29 0:00:03 44 12:05:28 0:03:07 0:00:04
12:05:46 14:19:09 12:02:21
43 11:49:59 0:03:20 0:00:05 63 12:59:48 0:16:33 0:00:16 45 12:09:31 0:04:15 0:00:06
61:50:2151:34:2193:64:11
































































回答 良い どちらとも 良くない
生産 61%(14) 30%(7) 9%(2)
食品 66%(23) 31%(11) 3%(1)









回答 あった 少しあった ほとんどない ない
生産 9%(2) 13%(3) 35%(8) 43%(10)
食品 3%(1) 0%(0) 37%(13) 60%(21)
環境 11%(2) 22%(4) 33%(6) 33%(6)
カードリーダを使用した出席管理の心理的抵抗はどうでしたか
項目 2の集計結果を表 3に示す。ない・ほと
んどないと回答した学生が少なくとも 66%以
上であり、心理的抵抗が少ない学生が多い結果
となった。抵抗を感じている学生は学科によ
る差はあるが多い学科で 33%少ない学科で 3%
と差があった。
表 4　アンケート項目 3
回答 確認した 確認してない
生産 22%(5) 78%(18)
食品 34%(12) 66%(23)
環境 22%(4) 76%(14)
出席状況を自ら確認しましたか
項目 3の集計結果を表 4に示す。66%～
78%の学生が小型液晶に表示される自分の学
籍番号を確認していないことから確認するよう
－ 63 －
指示する必要があると思われる。
表 5　アンケート項目 4
回答 出欠をとるだけでよい 他の機能への発展
生産 61%(14) 39%(9)
食品 77%(27) 23%(8)
環境 72%(13) 28%(5)
出席情報をとるだけでよいか，他の機能への発展について
項目 4の集計結果を表 5に示す。61%～
77%の学生が出欠とるだけでよいと回答して
おり、他の機能への展開を求めていないことが
確認された。
付録に項目 5の自由記述の集計結果をまとめ
た。一部複数行を一行になるように編集をした。
前期・後期の演習・講義で読み込中にバーコー
ドが読めなくなる不具合が発生し、影響を受け
た学生がシステム不信につながったと考えられ
る。好意的な意見も多く、「並ぶのがめんどく
さい」との意見もあり、講義室の大小を問わず
複数台の使用で混雑も緩和されると思われる。
5．おわりに
開発した出席管理システムでは、出席管理作
業において時間短縮されることが実証実験より
確認され、時間短縮によって負担軽減が図られ
た。管理ソフトウェアーおよびWindows系・
小型組込系クライアントの完成度を高め、学生
に信頼されるシステムの構築が必要であると思
われる。アンケート結果にある「スマートフォ
ンで自分の出欠が確認できるようにしてほし
い」という要望に応えるためにも、管理ソフト
ウェアーについはインターネットで公開可能な
セキュリティの高いコードへの書き換えが必須
である。
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付録　アンケート項目 5の自由記述
✓　 学生証を何回か忘れていたので、紙に書
いたのがしっかり反映されているか不安
になる
✓　 学生証での出席であれば確実な出席が取
れるのでいいと思う
✓　 とてもよかったです
✓　 名前などを書く必要がなく、楽でよかっ
た。
✓　 バーコードをスキャンするために並ぶこ
とになるのが不便。
✓　 バーコードを用いてなにかやろうとして
も、出席の確認以外にできることがおも
いつかない。
✓　 他の手段をつかうのならば色々できそう
に感じる。
✓　 便利でスムーズに出席がとれていたと思
－ 64 －
う✓　 タッチするだけで大変便利
✓　 人数が多い授業のときに時間がかかって
不便だった。
✓　 バーコードの読み取りに不具合さえ生じ
なければ、今後も活用すべきだと思った。
✓　 学生証でチャージして校内で買い物とか
出来たら便利かなと思いました。
✓　 読み取りミスなどで、出席できていない
ことがあったら不安だけど、手軽かつ不
正しにいのでいいと思う。
✓　 バーコードは複製や偽造が比較的簡単。
担当教員が学生の顔を覚えており、同一
人物か確認することが必要。
✓　 特になし
✓　 ちゃんと出席できているかが心配なの
で、自分で出席できたかをすぐ確認でき
るようにしてほしい。
✓　 未来的な感じがして良かったです
✓　 時々あるカードリーダの不調さえなけれ
ばいうことはないと思う。
✓　 並ぶのがめんどくさい。
✓　 スマートフォンで自分の出欠がみれるよ
うにしてほしい
✓　 学生証のバーコードでの出席確認は、簡
単なので、いいなと思います。
✓　 すばやく出席がとれるから良いと思う。
✓　 スマホでログインして、出欠をとる方が
簡単でいいのではないかと思います。
✓　 課題が難しく 1週間という期限では少し
厳しすぎると思いました。
✓　 学生証のバーコードでの出席管理は、紙
を回して出席をとることよりとても良い
と思います。
✓　 時々出席扱いになっていないこともあっ
たようなのでそこが心配だなっと思っ
た。
✓　 簡単でよかった。
✓　 バーコードリーダーの調子が悪くて学生
証を当てても出席したことにならないと
きがあった。出席が反映されているかど
うか少し不安な点もあった。不具合がな
ければとてもいいと思う。
✓　 計算の問題にもっと時間を費やしてほし
い。
－ 65 －
